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10月の全国大会は 
関西学院大学で開催 
　日本商業英語学会の第60全国大会は則定隆男先生のご尽力で10月14日(土)、15日(日)の両日関西学院大学で開催されます。
　関西学院大学は則定理事をはじめ、浅田福一、岩根典夫、中村巳喜人などの諸会員が関係する学園で、本学会と商業英語研究の歴史の中で重要な役割を果たしてきました。おりしも、同大学は創立111周年を迎え、本学会の全国大会も60回、これを報告する研究年報も60号、そして今年は20世紀最後の西暦2000年に当たることから、この大会を盛大なものにして記念したいと鋭意準備中です。則定先生には全国大会準備・実行委員長としてお世話をお願いしました。
　関西学院大学の所在地は
　　〒662－8501兵庫県西宮市上ケ原
　　　一番町1－155
　　電話：0798－54－6205 (商学部)
　　Fax：0798－51－0903 (商学部)
　例年のとおり、大会プログラムの編成までは本部が開催校に代って作業を行い、８月にご案内を会員諸先生に差し上げます。
研究報告募集 
　今秋の第60回大会で研究報告をご希望の正会員は、このニュースレターに同封してある申込書に所要事項を記入して
    〒169-8050 東京都西早稲田1-6 
       早稲田大学商学部椿研究室内 
            日本商業英語学会 
宛てにお送りください。締め切り日は2000年5月20日（土）です。
　研究発表の主題と内容は、会則第２条に規定されているように「商業英語学および関連科学の研究」に関するものであることが必要ですから、その点を記載内容で明示してください。
―第５９回大会― 
東洋学園大学で大会を開催 
　日本商業英語学会の第59回全国大会は１９９９年１０月９日（土）、１０日（日）の両日に、千葉県流山市の東洋学園大学大学で開催され、多数会員の出席を得て、成功裏に終了することができました。
　東洋学園大学理事長宇田正長先生と学長行方昭夫先生には絶大なご後援を頂き、準備委員長信 達郎、井 洋次郎先生をはじめ、サポートの職員と学生の方々ならびに関東支部特別会員の有志と流山市のボランティアの皆様には大変お世話になりました。厚く御礼申上げます。
　全国大会の詳報は研究年報第５9号に公式記録として掲載されますが、発行は例年のとおり９月になりますので、この紙面に概要を速報いたします。
第５９回大会プログラム 
第１日目　10月9日（土） 
研究報告（午前）
第１会場　            司会 富士短期大学 足立行子 
1.   無生物主語構文に対する栄米人と日本人の見方～商業通信文による調査から 
          聖学院大学 山本洋志 
　２．貿易用語の意味の拡張 
                                                                          大阪外国語大学 高橋伸光 
第２会場             司会 早稲田大学 椿　弘次 
  １．1990年ｲﾝｺﾀｰﾑｽﾞのＦＣＡ条件に潜む問題点 
                                            日本学術振興会特別研究員 田口尚志 
２．電子商取引における契約の成立時期に関する研究                
                                                                     日本大学 新堀　聰   
総会
講演
司会 駿河台大学 斎藤祥男 
「グローバル資本主義と情報革命」 
元東洋経済新報社会長 
立正大学客員教授 神尾昭男 
懇親会
第2日目10月1０日（日） 
研究報告 （午前）
第１会場          司会 関西外国語大学 林　純三 
１．日本で働く外国人社員の職場内ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの問題点
                                                                             愛知産業大学 深谷香椎 
２．文化とﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに関する一考察               
                                                                             中央大学 中迫俊逸 
第２会場               司会 関西大学 来住哲二
  1．Battle of the Forms に関するUCC規定の改正の動向             
                                                                            流通科学大学 中村嘉孝 
２．貿易取引形態とその決済手段の変化 
  ～特に国際ファクタリングに関して～ 
花園大学 西口博之 
研究報告（午後）
第1会場           司会 関西学院大学 則定隆男
１．ツーリズム業界(ホテル･航空･旅行)のビジネスレター   
                                        西南女学院短期大学 飯田一郎 
２．OF THE PEOPLE-BY THE PEOPLE-FOR 
   THE PEOPLE  A people-oriented Perspective 
   on Business Communication 
    関西外国語大学 山本康隆 
第2会場              司会 同志社大学亀田尚己 
 １．The Use of the Internet as a Facilitative 
  Tool for Professional Education 
                                                            神奈川工科大学 クリス・ボーエン 
 ２．電子メール：最近の動向に関する一考察 
                 広島修道大学 関根幸雄 
新入会員紹介 
　下記の10名の方々が総会の承認を受けて正会員として入会なさいました。
　大会でご研究の成果を報告して頂けるものと期待しています。
深尾栄助　　　　関西外国語大学　 （関西）
長谷川晃　　　　関西外国語大学　 （関西）
ｱﾚｯｸｽ・M・ﾊﾔｼ  追手門学院大学　 （関西）
西川永幹　　　　神戸大学　　　　 （関西）
野村誠二　　　　ｸﾚﾃﾞｨ･ﾘﾖﾈ証券会社（関東）
坂野勝彦　　　　帝塚山大学　　　 （関西）
田中健二　　　　摂南大学　　　　 （関西）
刀根健志　　　　ｽﾃｰﾄ･ｽﾄﾘｰﾄ(株)　　（関東）
山道茂樹　　　　関西外国語大学　 （関西）
山田朝昭　　　　静岡県立大学　　 （関東）
　関東にお住まいの方でもご希望とご勤務の関係により関西支部所属となりました。
ＨＰアドレスの変更とＡＢＣへのリンク 
　日本商業英語学会のホームページ・アドレスは昨年お知らせしたように変更されています。
（日本語）http://webclub.kcom.ne.jp/mb/jbea-1
（英語）  http://webclub.kcom.ne.jp/mb/jbea-2
これが新しいアドレスです。
　情報化委員会（秋から広報委員会）のご努力で米国ＡＢＣの協力が得られ、当会のホームページからＡＢＣのホームページに簡単にアクセスすることが出来ます。
退会者 
　昨年10月の総会で報告された退会者は次ぎのとおりです。
退会届を受理した正会員 
　青山則雄　　　　井口美登利
　石曾根孝輔　　　寺澤　恵
　渡部浩太郎
退会届を受理した賛助会員 
　（株）ﾏｸﾐﾗﾝﾗﾝｹﾞｰｼﾞﾊｳｽ　　同文館出版（株）
連絡不能による退会者 
　木村進一　　　　McEvilly P. 
　逝去会員                                              
石田貞夫　名誉会員（前号で既報）
浦辺茂男　前関東支部長
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
  2000年度退会者 
　10月の総会後、3月までに退会届を提出された方は、梁田長世、川島紀美、今井精紀、斎藤正雄、大西敏夫、宍戸通庸の諸先生です。おおむね御定年の御退職が理由です。
　訃報 
　もと理事加藤 正先生には長年当学会の発展のために御貢献を頂きましたが、昨年11月関西支部会ご出席後卒然として御逝去なさいました。享年86才。謹んで哀悼の意を表します。
学会現況 
1999年10月9日の　　2000年4月1日
総会開催時に          本紙編集時に
名誉会員　　３名　　　名誉会員　　3名
正会員　　216名　　　正会員　　219名＊
賛助会員　　１名　　　賛助会員　　1名
　　計　　220名　　　　　計　　223名
＊総会時会員＋入会者－新年度退会･逝去者
研究年報は面目一新 
　亀田尚己研究年報委員長のご努力で、研究年報 №58はＡ４版の大型となり、デザイン（中野宏一委員担当）も新しく、内容も充実し、近代化がはかられました。
新規定、要領、注意事項 
　中村那詮前研究年報委員長と亀田現委員長の2世代に亘るご苦労が実って、
①「研究年報」論文掲載規定
②「研究年報」・論文執筆要領
③「研究年報」・論文執筆上の標準的注意事項
が完成し、総会の承認を受けました。
　研究年報に執筆する会員は必ずこの規定、要領、注意事項を守ってください。第59回大会の研究発表者には上記３点を執筆依頼とともにお送りしました。これは学会誌の質を維持向上させるためのもので、同じ目的のため査読制度も確立すべく、研究年報委員会が検討中です。
学術会議と学会連合 
　日本学術会議への登録更新手続きは99年5月に行われ、9月14日付けで学術研究団体としての登録通知を受領しました。所属は第3部、関連研究連絡委員会は商学です。椿弘次理事を同委員に推薦しました。
　日本経済学会連合の新評議員には前の通り、椿弘次、新堀聰両理事を推薦しました。
　同連合の英文年報編集委員長には中村那詮先生が就任され、本会活動の執筆者は前回に引き続き足立行子理事にお願いしました。
会名に関するアンケート 
　会名変更問題に関するアンケート調査を、全会員を対象に‘99年9月に行いました。調査は、
会名変更に対する会員の態度を択一的に聞き、さらに意見を記述してもらう方法で行いました。その結果、回答合計113（回答率53％）のうち
1．変更するべきだ　　　　19（17％）
2．変更したほうがよい　　55（49％）
3．どちらでもよい　　　　15（13％）
4．変更しないほうがよい　18（16％）
5．変更すべきでない　　　 6（ 5％）
（無効回答１、外国居住者3、住所不明者４を除く）となりました。記述された意見を分類、
分析して、今後の検討の資料とします。
 広報委員会設置 
　情報化委員会は島弘祐委員長をはじめ、委員の方々の努力で本会ホームページの設定に成功しました。今後ホームページを維持・拡充し、あわせてニューズレターの発行のような広報活動をするために、名称を広報委員会とし、時限設置の臨時委員会ではなく、常任委員会とすることを総会が承認しました。
　これに伴う会則第6章の改定を第60回総会で行い、次年度から実施するための準備が進んでいます。
本部人事 
　信 達郎先生は第59回大会準備委員として理事に任命されましたので、稲津一芳先生に１年間監事をお願いしましたが、大会終了にともない、監事に復帰し、稲津先生はその任を解かれました。ご苦労様でした。
昨年の業績を年報に掲載 
「商業英語および関連科学の研究」に関する正会員の業績を研究年報に掲載します。著書、論文などを発行された方は、同封のアンケート用紙に記入して学会本部に送ってください。
①   業績は1999年4月1日から2000年3月31日までに発行されたものに限ります。
②   締め切り日は5月20日です。
会費を納入してください 
　同封の「郵便振替用紙」で2000年度の年会費￥7,000を振り込んでください。この用紙をお使いになれば振込料は不要（学会負担）です。
　念のため本学会の振替口座番号は
      ００１８０－１－９６６６ です。
　未納会費がある会員の振替用紙には未納額を加えた金額が記載してあります。
　名誉会員は会費免除です。
　賛助会員は別途規定の会費（請求書同封）を納入してください。
役員改選 
　第６０回総会では理事と監事の改選が行われます。そのため、６月には郵送による理事候補者選挙が選挙管理委員会によって実施される予定です。
日本商業英語学会入会案内 
　入会をご希望の方は以下の説明を良くご理解のうえ、入会申込書を作成して御提出ください。
概要 
 日本商業英語学会は、商業英語学とその関連科学の研究者の集団で、60年の歴史を持った学会です。当学会は日本学術会議に学術団体として登録されており、日本経済学会連合に加盟しています。現在の正会員数は230名です。
本会の目的　 
1.商業英語学および関連科学の研究
2.会員相互および内外の関係学会または団体との知識の交換および親睦
本会の事業　 
　1.毎年１回全国大会を開き、会員の研究発表と意見の交換をする
  2.研究年報その他出版物の刊行をする
  3.その他必要な事業をする
支部とその事業　 
　本会には関東、関西、九州・山口の3支部があり、会員はそのいずれかに所属します。
支部は上記の全国大会とは別に年3回研究会を開催します。
正会員になるには① 
　商業英語学および関連科学の研究に従事する大学教員で、本会総会の承認を得ることが必要です。それ以外の方でも本会の目的に寄与する研究業績があり、かつ総会の承認を得た場合には正会員になることが出来ます。
  ○正会員の年会費は￥7,000です。
  ○総会は年1回秋の全国大会の時に開催されます。                  
  ○正会員2名の紹介者が必要です。
正会員になるには② 
　上記の「大学」には短期大学を含み、「教員」とは非常勤講師を含みます。
  大学院博士後期課程に在学する方も入会できますが、研究評価を含む指導教授の推薦書が必要です。「業績」には修士論文を含みます。
特別会員制度 
　上記には該当しないが、入会して研究することを希望する方には、支部の特別会員として研究発表を行い、業績を積む道があります。特別会員になるためには、支部長に申込書を提出し、支部総会の承認を受けなければなりません。 
賛助会員制度 
　当学会を支援してくださる方には賛助会員になって頂きます。 
入会申込書 
　申込書の書式は研究年報末尾に掲載してあります。紹介者（正会員）からコピーを入手してください。これと同一スタイルで、同一項目の入会申込書をA-4用紙にワープロで作成し、紹介者の署名捺印を得てください。 
　正会員申込も、特別会員申込も、同じ書式の申込書を所属希望支部の支部長に提出してください。 
問合せ 
  入会後所属を希望する支部の事務局または支部長、あるいは本部または理事長。 
支部事務局と支部長 
○関西支部  573-1158 大阪府枚方市北片鉾町16-1 関西外国語大学井本研究室内 
  日本商業英語学会関西支部 支部長 井本太郎 
        Tel:0720-56-1721 Fax:55-5552 
○関東支部  192-0393 東京都八王子市東中野742-1 中央大学2号館21116林田研究室内  
  日本商業英語学会関東支部 支部長 林田博光 
        Tel:0426-74-3649 Fax:74-3651 
○九州･山口支部 814-0002 福岡市早良区西新6-2-92 西南学院大学文学部武井研究室内 
 日本商業英語学会九州・山口支部 支部長代行 
  武井俊詳 Tel:092-841-1311 Ｆax:823-2506 
ホーム・ページ（日本語） 
 http://webclub.kcom.ne.jp/mb/jbea-1 
Home Page in English: 
 http://webclub.kcom.ne.jp/mb/jbea-2 
お願いとご注意 
　会員の住所、電話、勤務先、職名などに変更があった時は本部にお知らせください。
　これはニューズレターです。正式の総会報告は研究年報に掲載されます。
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